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都
市
計
画
決
定
手
続
へ
の
住
民
参
加
と
都
市
計
画
法
第
十
六
条
第
一
項
の
公
聴
会
開
催
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

都
市
計
画
に
対
し
て
住
民
自
ら
が
主
体
的
に
参
画
す
る
た
め
に
は
、
都
市
計
画
決
定
手
続
へ
の
住
民
参
加
の
機
会
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
「
都
市
計
画
運
用
指
針 

第
十
二
版
」
（
令
和
四
年
四
月
一
日
一
部
改
正
）
（
以

下
、
「
運
用
指
針
」
と
い
う
。
）
は
、
「
今
後
の
都
市
計
画
決
定
手
続
に
お
い
て
は
、
（
中
略
）
こ
れ
ま
で
以
上
に
都
市
計
画

決
定
手
続
に
お
け
る
住
民
参
加
の
機
会
の
拡
大
、
都
市
計
画
に
係
る
情
報
公
開
及
び
理
由
の
開
示
等
に
意
を
用
い
て
い
く
べ
き

で
あ
る
」
（
運
用
指
針
三
百
三
十
九
頁
）
と
す
る
。 

 

都
市
計
画
決
定
手
続
へ
の
住
民
参
加
で
は
、
都
市
計
画
の
案
を
作
成
す
る
段
階
か
ら
住
民
が
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と
が
極

め
て
大
切
で
あ
る
。
そ
の
重
要
な
住
民
参
加
の
機
会
と
し
て
都
市
計
画
法
（
以
下
、
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
の

定
め
る
「
公
聴
会
の
開
催
等
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
」
（
以
下
、
「
公
聴
会
の
開
催
等
の
措
置
」
と

い
う
。
）
が
あ
る
。 

 

運
用
指
針
で
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
公
聴
会
の
開
催
等
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
「
こ
れ
は
、
都
市
計
画
の
案
が
作
成
さ

れ
た
後
の
手
続
と
し
て
の
法
第
十
七
条
の
縦
覧
及
び
意
見
書
の
提
出
と
は
別
に
、
都
市
計
画
の
案
の
作
成
の
段
階
で
も
住
民
の

意
見
を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
特
に
、
法
第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
公
聴
会
の
開
催
を
例
示
し
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て
い
る
の
は
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
住
民
の
公
開
の
場
で
の
意
見
陳
述
の
機
会
を
確
保
す
る
べ

き
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
そ
の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
都
市
計
画
へ
の
住

民
参
加
の
要
請
が
ま
す
ま
す
強
ま
る
中
で
、
都
市
計
画
決
定
手
続
に
お
け
る
住
民
参
加
の
機
会
を
更
に
拡
大
し
て
い
く
観
点
か

ら
、
今
後
は
、
都
市
計
画
の
名
称
の
変
更
そ
の
他
特
に
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
公
聴
会
を
開
催
す
る
べ
き

で
あ
る
」
（
運
用
指
針
三
百
三
十
九
頁
）
と
す
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
法
第
十
六
条
第
二
項
は
、
住
民
に
最
も
身
近
な
都
市
計
画
で
あ
る
地
区
計
画
等
（
運
用
指
針
三
百
四
十
頁
）
に

つ
い
て
、
「
意
見
の
提
出
方
法
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
案
に
係
る
区

域
内
の
土
地
の
所
有
者
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
利
害
関
係
を
有
す
る
者
の
意
見
を
求
め
て
作
成
す
る
も
の
と
す
る
」
と
定
め

る
。
法
第
十
六
条
第
一
項
が
「
次
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
区
計
画
等
の
都
市
計

画
決
定
手
続
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
の
公
聴
会
の
開
催
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
住
民
の
公
開
の
場
で
の

意
見
陳
述
の
機
会
が
失
わ
れ
、
住
民
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
住
民
に
最
も
身
近
な
地
区
計
画
等
の
都
市
計
画
決
定
手
続
に
関
し
て
、
住
民
が
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
の
重
要

性
に
鑑
み
、
同
条
第
一
項
の
公
聴
会
の
開
催
等
の
措
置
と
同
条
第
二
項
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 
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一 

住
民
に
最
も
身
近
な
都
市
計
画
で
あ
る
地
区
計
画
等
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
（
以
下
、
「
当
該
自
治
体
」
と

い
う
。
）
が
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
公
聴
会
の
開
催
等
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
法
第
十
六
条
第
一
項

の
公
聴
会
の
開
催
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
か
。 

二 

法
第
十
六
条
第
一
項
が
「
次
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
第
十
六
条
第
二
項

の
条
例
の
定
め
る
手
続
に
よ
っ
て
「
そ
の
案
に
係
る
区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
利
害
関
係
を
有
す
る

者
」
（
同
項
）
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
地
区
計
画
等
に
影
響
を
受
け
る
住
民
が
内
容
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
公
開
の
場
で
の

住
民
の
意
見
陳
述
の
機
会
が
確
保
さ
れ
た
場
合
に
は
、
公
聴
会
の
開
催
等
の
措
置
に
代
わ
る
も
の
が
行
わ
れ
た
と
し
て
、
同

条
第
一
項
の
公
聴
会
の
開
催
等
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
は
な
い
と
当
該
自
治
体
が
判
断
で
き
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
は
如
何
か
。 

三 

法
第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
公
聴
会
の
開
催
を
例
示
し
て
い
る
の
は
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
措
置
と
し

て
、
「
住
民
の
公
開
の
場
で
の
意
見
陳
述
の
機
会
を
確
保
す
る
べ
き
と
い
う
趣
旨
」
と
考
え
ら
れ
る
（
運
用
指
針
三
百
三
十

九
頁
）
。
住
民
参
加
の
機
会
を
拡
大
す
る
観
点
か
ら
、
住
民
に
最
も
身
近
な
都
市
計
画
で
あ
る
地
区
計
画
等
に
つ
い
て
も
、

住
民
の
公
開
の
場
で
の
意
見
陳
述
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
か
。 
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ま
た
、
法
第
十
六
条
第
二
項
の
「
そ
の
案
に
係
る
区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
利
害
関
係
を
有
す
る

者
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
地
区
計
画
等
に
影
響
を
受
け
る
住
民
の
意
見
陳
述
の
機
会
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
か
。 

四 

運
用
指
針
は
「
都
市
計
画
へ
の
住
民
参
加
の
要
請
が
ま
す
ま
す
強
ま
る
中
で
、
都
市
計
画
決
定
手
続
に
お
け
る
住
民
参
加

の
機
会
を
更
に
拡
大
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
今
後
は
、
都
市
計
画
の
名
称
の
変
更
そ
の
他
特
に
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
を
除
き
、
公
聴
会
を
開
催
す
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
運
用
指
針
三
百
三
十
九
頁
）
と
す
る
。
住
民
に
最
も
身
近
な
都
市

計
画
で
あ
る
地
区
計
画
等
に
つ
い
て
も
、
名
称
の
変
更
そ
の
他
特
に
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
公
聴
会
を

開
催
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


